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kehai（ケハイ） 

少し曖昧な時の気配をカタチにした時計

2022.05.25

/  designed by Makoto Koizumi

この度、株式会社タカタレムノスは小泉誠氏デザインによる掛時計「kehai (ケハイ)」を復刻し、
2022年5月25日より発売を開始いたします。
 
少し曖昧な時の気配をカタチにしたkehai。2004年にデザインされたこの時計を復刻しました。
ぼんやりと見える針の動きが半透明のガラス越しに曖昧な時の気配を柔らかく伝えてくれます。
 
色は空間に馴染み、より気配として佇むよう壁の素材に合わせた3色で、秒針の赤い点が
ゆっくりと回る様はオブジェのようです。
 

是非、ご注目をいただけますよう、ご案内申し上げます。

Photo by Ryoukan Abe

© 2022 TAKATA Lemnos Inc. All Rights Reserved.

Lemnos は、1966 年服部時計店工場精工舎（現セイコークロック株式会社）との取引を開始し、本格的な時計事業を開始しました。自社ブランドとして開発した

GANBARA「HOLA」（デザイン：川崎和男）が 1989 年にグッドデザイン賞やニューヨーククーパーヒューイットミュージアムの永久展示品に選定され、デザインクロック
ブランドとして大きな一歩をスタートさせました。



© 2022 TAKATA Lemnos Inc. All Rights Reserved.

 

080PRESS RELEASE

kehai（ケハイ） 

少し曖昧な時の気配をカタチにした時計

2022.05.25

/  designed by Makoto Koizumi

4515030100720
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漆喰
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KM 22 -01  YE
木・土壁

4515030100744

KM 22 -01  GY
コンクリート

寸法：φ130×d50mm　

重量：295g　

素材：アルミニウム、PP（ポリプロピレン）、

       ガラス

仕様：スイープセコンド　

価格：11,000円 

（本体価格10,000円）      

　　　　　 

             

kehai  　

少し曖昧な時の気配をカタチにしたkehai。2004年にデザインされたこの時計を復刻しました。
ぼんやりと見える針の動きが半透明のガラス越しに曖昧な時の気配を柔らかく伝えてくれます。
色は空間に馴染み、より気配として佇むよう壁の素材に合わせた3色で、秒針の赤い点がゆっくりと
回る様はオブジェのようです。薄く繊細ながら強靭なアルミ枠体は鋳造の技術が活かされ、その
製造を高田製作所がおこなっています。

時計の存在が嫌なときがある。

そして時間の存在も......。

だから少しは曖昧な時の気配がちょうど良い。

小泉　誠
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Lemnos は、1966年服部時計店工場精工舎（現セイコークロック株式会社）
との取引を開始し、本格的な時計事業を開始しました。自社ブランドとして
開発した GANBARA「HOLA」（デザイン：川崎和男）が 1989 年にグッド
デザイン賞やニューヨーククーパーヒューイットミュージアムの永久展示品に
選定され、デザインクロックブランドとして大きな一歩をスタートさせました。
その後も、渡辺力や安積伸、安積朋子、塚本カナエなど、国内外で活躍する
著名なデザイナーとプロジェクトを組み、アート性、デザイン性に富んだ数々の
名品を発表。グッドデザイン賞を多数獲得し、国内外で高い評価を得ています。
Lemnos のプロダクトは、職人の研ぎ澄まされた手の技によって、ひとつ
ひとつ丁寧につくられています。
素材と対話し、その素材が持つ魅力を最大限に引き出す。その結果、流行に
流されることのないデザインが生まれる。

Lemnos は、革新的で、かつ永続的な美しさを提案し続けます。

 本件に関するお問い合わせ 株式会社タカタレムノス
営業企画部・広報担当：菊地
m :  press@lemnos.jp
t :  03-5981-8120　f ： 03-5981-8365

東京ショールーム・オフィス

〒112-0012　東京都文京区大塚3-７-14 シャノワール文京1F
10:00 - 18:00  定休日/土・日・祝日　　www.lemnos.jp

  /  Makoto  KoizumiDesigner 小泉　誠
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http://www.koizumi-studio.jp

デザイナー原兆英と原成光に師事。1990年Koizumi Studio設立。2003年にデザインを伝える場と
して「こいずみ道具店」を開設。建築から箸置きまで生活に関わる全てのデザインを手がけ、現在
は日本全国のものづくりの現場を駆け回り地域との恊働を続けている。2015年には「一般社団法
人わざわ座」を立ち上げ、手仕事の復権を目指す活動を開始。武蔵野美術大学名誉教授。2012年
毎日デザイン賞受賞。2015年日本クラフト展大賞。


